
癒
し
の
教
育ま

ど
か
ア
ッ
セ
マ
庸
代

●

癒
さ
れ
ゆ
る
さ
れ
癒
え
る
変
容

い
や
し
と
い
う
言
葉
に
最
初
に
出
会
っ
た
の

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
中
学

校
の
「
宗
教
・
倫
理
」
の
時
間
で
、『
新
約
聖

書
』（
ド
ン
ボ
ス
コ
社
）の
癒
し
手
と
し
て
の
イ

エ
ス
キ
リ
ス
ト
に
「
癒
さ
れ
た
」
人
々
と
い
う

神
・
人
間
関
係
の
構
図
で
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ

っ
た
。
人
間
と
し
て
の
存
在
が
「
癒
さ
れ
許
さ

れ
」
る
所
与
の
「
い
の
ち
」
は
、
そ
の
時
代
の

人
間
能
力
を
超
え
た
根
源
的
テ
ー
マ
で
あ
り
、

教
育
や
教
育
制
度
の
管
轄
だ
け
で
は
網
羅
で
き

な
い
宇
宙
観
や
人
類
の
歴
史
の
認
識
法
の
問
い

直
し
ま
で
迫
ら
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
壮
大
な
言
葉

で
あ
る
。

「
癒
し
の
教
育
」
は
果
た
し
て
現
代
の
大
学

と
教
育
の
枠
組
み
に
い
る
自
分
に
許
さ
れ
た
テ

ー
マ
で
あ
ろ
う
か
。
大
学
教
育
を
卒
業
し
て
で

き
る
訳
で
も
な
い
。
自
身
の
い
の
ち
を
問
わ
れ

る
研
究
室
の
窓
辺
に
て
、
広
い
空
の
色
に
染
み

入
る
夕
陽
の
橙
に
日
々
を
癒
さ
れ
て
い
る
。「
ま

た
あ
し
た
ぁ
」
と
自
ず
と
来
て
は
往
く
循
環
型

・
円
還
ま
ど
か
型
死
生
観
を
見
て
い
る
。
ガ
イ

ア
仮
説
・（
環
境
風
土
）場
の
論
理
・
相
補
的
関

係
的
存
在
論
を
、
生
命
科
学
論
と
繋
げ
て
見
て

い
る
。ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
変
容
）

は
人
間
生
命
意
識
の
臨
界
で
の
可
能
性
で
あ

り
、
集
中
力
の
結
果
で
あ
る
。
癒
し
は
人
間
の

見
え
る
身
体
性
を
超
え
、物
・
者
・
霊（
も
の
）

と
い
う
見
え
な
い
生
命
意
識
無
意
識
ま
で
も
気

づ
か
さ
れ
る
。
知
と
信
の
協
働
場
と
し
て
の

「
大
」
学
で
あ
る
。
西
欧
東
洋
和
風
の
学
問
体

系
や
教
育
シ
ス
テ
ム
と
個
人
の
意
識
認
識
の
も

ち
方
で
工
夫
で
き
る
。
近
代
型
学
科
大
学
を
モ

デ
ル
と
し
た
若
き
議
会
制
民
主
主
義
の
会
議
法

や
科
学
的
思
考
法
等
、
マ
ナ
ー
高
等
教
育
の
場

だ
け
で
は
人
間
経
済
中
心
で
心
も
と
な
い
。

●

科
目
・
宗
教
ス
コ
ラ
を
超
え
て
、

科
学
文
明
と
宗
教
文
化
の
対
話

「
夕
暮
れ
に
な
り
日
が
沈
む
と
、」「
一
人
一

人
に
手
を
置
い
て
、民
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
病
気
、

あ
ら
ゆ
る
わ
ず
ら
い
を
、
お
い
や
し
に
な
っ

た
」（
マ
ル
コ1

:34

・
ル
カ4

:40

・
マ
タ
イ4

:

23

）「
起
き
て
あ
な
た
の
床
を
取
り
上
げ
、
そ

し
て
歩
き
な
さ
い
」
す
る
と
こ
の
人
は
す
ぐ
に

い
や
さ
れ
、
後
に
自
分
を
癒
し
た
の
は
イ
エ
ス

で
あ
っ
た
と
ユ
ダ
ヤ
人
に
告
げ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
イ
エ
ス
は
安
息
日
に
祈
り
の
床
を
あ
げ

さ
せ
、
神
を
父
と
呼
ん
で
神
と
等
し
い
も
の
と

さ
れ
た
の
で
、
当
時
の
国
家
正
当
派
は
十
字
架

研
究
室
の
窓
か
ら

－８２－



に
つ
け
よ
う
と
計
り
始
め
た
。

癒
し
は
身
体
を
通
し
た
霊
的
癒
し（
治
療
）の

場
面
で
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
時
代
の
医
術
の

限
界
点
と
い
の
ち（
人
の
生
と
死
と
再
生
）の
死

生
論
を
説
く
手
立
て
で
あ
る
。
癒
し
と
そ
の
後

の
医
学
は
神
の
業
と
し
て
専
門
化
・
聖
職
化
さ

れ
て
い
た
。
身
体
的
説
明
だ
け
で
な
く
人
生
を

説
い
て
い
く
医
術
で
あ
っ
た
。
近
代
産
業
化
・

市
民
化
西
欧
在
俗
化
の
西
暦
二
千
年
を
経
て
、

日
本
人
の
芯
か
ら
の
癒
さ
れ
は
、
果
た
し
て
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

●

和
学
事
始
ジ
ャ
ポ
ノ
ロ
ジ
ー

医
療
自
文
化
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

二
十
一
世
紀
初
万
博
、
愛
・
地
球
博
の
市
民

発
信
パ
ビ
リ
オ
ン
に
て
、
筆
者
はJaponologie

ジ
ャ
ポ
ノ
ロ
ジ
ーN
arrative

based
M
edicine

を
発
信
し
た
。（
ま
ど
か
二
〇
〇
五
・
五
）CN

N

ニ
ュ
ー
ス
の
如
く
、
二
分
間
に
自
分
の
一
生
を

動
画
高
速
編
集
し
、
上
映
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
名
Ｗ
Ｗ
Ｐ（W

orld
W
ellness

Project

堀

田
由
浩
医
師
）。
櫻
の
着
物
と
茶
姿
と
ゆ
か
た

の
男
女
ゼ
ミ
生
で
会
場
を
和
し
た
。

筆
者
は
、
生
命
科
学
論
と
死
生
論
研
究
者
と

し
て
、
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
市
民
型（
玄
人
素
人

同
意
識
格
）医
の
学
会
を
目
指
し
た
過
程
で
、

和
学
研
究
会
・
日
本
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
協

会
役
員
及
び
日
本
Ｗ
Ｈ
Ｏ
協
会
幹
事
と
し
て
参

画
し
た
。
自
然
の
叡
智
市
民
化
万
博
議
論
は
こ

こ
で
は
兎
も
角
と
し
て
、
二
十
世
紀
か
ら
二
十

一
世
紀
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
生
命
科
学
と
人
間
の

価
値
体
系
模
索
研
究
生
活
の
途
で
、
一
つ
の
死

生
論
描
法（
生
命
科
学
の
方
法
見
直
し
）を
呈
示

し
た
。

映
像
ス
ト
ー
リ
ー
は
『
円
喰
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｕ
』
と

題
し
た
。
二
十
世
紀
レ
ク
イ
エ
ム
で
あ
り
、「
喰

ら
う
」、
食
す
と
い
う
こ
と
は
、
「
自
然
の
生

命
い
の
ち
を
頂
く
」
即
ち
「
全
て
分
か
る
」
と

い
う
こ
と
。
あ
り
得
な
い
が
、
「
ま
ど
か
を
わ

か
る
」「
自
己
の
生
命
・
親
子
を
通
し
た
命
を

知
っ
た
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
制
作
は
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
仕
上
げ
を
旨
と
し
、
大
学

機
関
で
の
学
会
発
表
許
容
度
の
画
質
で
は
不
明

瞭
な
の
で
、
ま
ず
、
龍
村
仁
監
督
（
「
地
球
ガ

イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
）に
依
頼
を
し
た
。
研

究
構
想
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
相
談
か
ら
始
め

た
か
っ
た
が
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
電
話
応
対

は
ま
ず
「
制
作
費
」
と
い
う
関
門
。
膨
大
で
、

私
の
研
究
費
に
は
見
合
わ
な
い
。
ま
ず
発
想
の

自
由
な
語
り
場
・
空
間
時
間
人
間
を
私
は
必
要

と
し
て
い
た
。
継
続
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
構
想
し
て
い
る

大
学
や
研
究
所
機
関
だ
け
で
な
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
東
西
統
合
と
自
文
化
融
合
に
よ
り
、
監

督
の
直
観
や
発
想
や
技
術
を
共
同
研
究
者
と
位

置
づ
け
、
篤
と
話
を
し
た
い
。
ヒ
ン
ト
を
頂
き

写
真
構
成
と
し
、
原
案
作
り
。
ゼ
ミ
生
で
、
私

の
「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
死
生
論
」
受
講
生
で
良

き
理
解
表
明
者
で
あ
っ
た
服
部
愛
子
さ
ん
に
構

想
を
話
し
、
春
休
み
ま
で
に
収
集
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ

分
子
生
物
学
研
究
時
代
か
ら
科
学
哲
学
・
関
係

論
と
セ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
気
づ
き
ワ
ー
ク
・
ヒ
ー

リ
ン
グ
西
欧
医
学（
化
学
療
法
）東
洋
的
医
療

（
植
物
生
薬
）統
合
・
神
事
人
事
の
祭
事
・
親

子
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
等
半
世
紀
分
の
資
料

写
真
と
物
語
を
し
つ
つ
、
私
の
研
究
史
プ
ロ
セ

－８３－



ス
を
説
明
し
た
。

●

い
の
ち
に
聴
く
、
学
術
形
成
を

『
和
学
は

日
本
人
の
身
に
似
合
っ
た
医
科

学
と
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
探
究
の
途
か
ら
の
学

問
事
始
で
す
。

和
語
「
い
・
の
・
ち
」inochi

は

日
本
風

土
の
自
然
が
運
ん
だ
、
昔
か
ら
の
響
き
を
持
つ

「
平
仮
名
こ
と
ば
」（
訓
読
み
こ
と
ば
）で
、
倭

こ
と
ば
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
人
代
々
の
身
に

染
み
る
こ
と
ば
の
い
の
ちspirit

が
、
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。
安
ら
ぐ
こ
と
ば
遣
い
は
人
の
こ
こ

ろ
の
み
な
ら
ず
、
か
ら
だ
と
た
ま
し
い
の
健
や

か
さ
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
と
ば
遣
い（
生
命
意
識
の
認
識
法
）に
気
を

つ
け
る
こ
と
で
、
そ
の
人
の
生
と
死
と
誕
生
の

「
物
語
」
が
健
や
か
康
ら
か
に
な
り
、
語
り
継

が
れ
、
日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
風

土
文
化
と
な
っ
て
い
き
ま
す
し
、
今
も
成
っ
て

い
ま
す
。い
の
ち
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
言
語
だ
け
で
な
く
、

親
子
の
人
生
の
味
わ
い
方
を
求
め
ま
す
』

と
パ
ビ
リ
オ
ン
大
映
像
『
和
学
』『
円
喰
』
に

語
り
を
載
せ
た
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
ヒ
ー
リ
ン

グ
音
楽
と
五
感
六
感
七
観
映
像
と
し
た
。
そ
の

場
が
安
ら
ぐ
空
間
ア
ー
ト
を
め
ざ
し
た
。

い
の
ち
の
こ
と
は
い
の
ち
自
身
が
智
っ
て
居

る
。
自
然
の
叡
智

自
ら
の
バ
ラ
ン
ス
力
を
い

の
ち
に

和
す
る
い
き
遣
い
に
聴
く
。
医
科
学

の
西
洋
知
識
体
系
や
生
活
秩
序
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

枠
に
留
ま
ら
ず
、
い
の
ち
の
こ
と
は
、
自
ら
の

い
の
ち
に
聴
く
。
そ
の
術
を
各
人
生
習
慣
・
自

文
化
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル（
生
死
の
秩
序
）に
し

得
る
。

●
「
わ
が
家
」「
故
里
」
の
受
容
の

瞬
間
が
癒
え
の
時back

hom
e

三
十
代
よ
り
「
ま
ど
か
」
と
名
乗
り
、
研
究

教
育
文
化
の
業
に
居
る
。
自
己（
の
ル
ー
ツ
）を

知
る
こ
と
も
癒
し
で
あ
る
。

ま
ど
か
ソ
サ
エ
テ
ィ
は
、
大
正
ロ
マ
ン
派
の

父
母
文
化
が
結
婚
後
実
っ
た
我
が
家
の
ス
ペ
ー

ス
空
間
に
命
名
し
た
雅
名
で
、
「
ま
ど
や
か
に

人
が
集
お
う
と
す
る

そ
の
思
い
で
人
は
育

つ
」
と
い
う
家
庭
家
族
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
と

も
い
え
る
。
家
庭
哲
学
は
、
私
的
に
も
公
的
に

も
意
味
深
く
、
死
生
論
で
も
あ
る
。
親
の
死
は

師
で
あ
る
。

円
茶
会「
茶
の
癒
」で
ま
ど
や
か
にTea

cere-

m
ony
as
Tea
therapy

を
成
す
父
母
子
の
一
生

の
自
己
否
定
・
自
己
受
容
は
日
常
と
い
う
ケ
と

非
日
常
催
事
の
ハ
レ
を
も
っ
て
心
の
奥
深
く
安

ら
ぐ
。

和
学le

japonologie

は
、
私
た
ち
日
本
の
自

然
や
生
活
風
土
を
自
己
化
・
社
会
化
し
て
、
自

身
の
こ
と
ば
遣
い
や
心
遣
い
で
も
の
が
た
り
、

そ
の
も
の
に
答
え
が
潜
み
、
自
身
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
中
に
育
ま
れ
て
い
る
。
『
い
の
ち
の

生
き
方
を
言
語
化
す
る
と
い
う
、
自
文
化
に
根

ざ
し
た
日
本
流
死
生
論
で
あ
り
、
日
本
流
円
還

型
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
、
こ
こ
に
和
学

を
提
唱
し
ま
す
』
と
た
っ
た
ひ
と
り
の
日
本
の

女
の
子
の
出
合
っ
た
宇
宙
の
ミ
ク
ロ
マ
ク
ロ
の

う
つ
し
み
を
現
代
の
万
国
に
遺
し
た
。
科
学
者

技
術
者
学
者
も
集
い
市
民
パ
ビ
リ
オ
ン
学
会
と

生
る
。
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●
SelfN

arrative
Based

M
edicine

《
映
像
『
円
喰
』
考
察
》

生
命
科
学
の
風
土
化
は
、
自
己
の
生
死
・
家
族
親
子
の
生
命
観
な
ど
、

身
体
的
生
命
観
に
留
め
ず
、
精
神
風
土
と
つ
な
が
っ
た
生
命
認
識
法
に
よ

る
医
科
学
教
育
・
理
科
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
和
学
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
を
構
想
し
実
践
す
る
。
そ
の
描
法
は
、
必
ず
し
も
物

理
化
学
的
書
式
法
に
よ
る
生
命
科
学
だ
け
を
範
疇
と
し
な
い
。身
心
と
も
、

語
り
部
・
神
話
的
・
物
語
的
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
相
対
的

関
係
的
自
伝
的
内
在
円
空
の
宇
宙
探
求
の
医
と
い
や
し
の
試
論
と
生
る
。

ま
ど
か
ア
ッ
セ
マ
み
ち
よ

南
山
大
学
心
理
人
間
学
科
・
人
間
関
係
研
究
セ
ン
タ
ー
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